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１． 背景 
近年、著しい進歩を遂げている情報通信技術は、社会

全体において幅広く活用されており、高齢者の QOL
（生活の質）向上を図る有益な手段としても注目を浴び

ている。しかし、高齢者においては相対的に情報リテラ

シーが低く、情報を有効に活用しきれていないことが多

い。そこで、高齢者のデジタルデバイドを解消するしく

みづくり、つまり、高齢者が簡単に利用できる「情報の

バリアフリー環境」の実現が急務となっている。 
そこで本研究の目的は、行政と民間の地域福祉振興基

盤が整った大規模都市「神戸市」において、高齢者が容

易に利用できる情報端末環境を整備し、高齢者自身がそ

の情報端末を活用し積極的、主体的に情報交流を行うし

くみについての実証実験を実施することであり、地域福

祉分野における情報バリアフリー環境を実現することで

ある。 
具体的には、通信•放送機構(TAO)で H14.4.1 より実施
している「兵庫県神戸市高齢者自立等支援情報通信シス

テム研究開発事業用システム」(以下「高齢者自立支援
システム」)において、地域総合福祉ナビゲーションシ
ステムとして高齢者に優しいインタフェースを具備した

情報提供環境を整備し、プッシュ型配信技術、対話型音

声合成技術に関する研究開発を実施する。さらに、シル

バーバーチャルサロンシステムとして高齢者にハードル

のない情報交流環境を提供する、複数のバイオメトリク

ス認証を用いた本人認証技術に関する研究開発を実施す

る。また、これらのシステム及び情報端末で相互連携可

能な共通プラットフォームを構築して実証実験を行い、

利用状況や利用者の評価、運用データの収集により、シ

ステム構築のノウハウを獲得することを目指す。 
 
２． システム開発の経緯 
本システムでは利用者としてこれまでに IT を活用し

たことのない高齢者を想定しているが、そのような高齢

者が IT を活用するためのシステムが備えるべき特長と
して、情報リテラシの低さを補うような簡便なインタフ

ェースおよび個人情報を保護するための強固なセキュリ

ティが考えられる。以下ではインタフェースとセキュリ

ティについて現状とその問題点を述べる。 
 
２．１  インタフェース 
 ITを活用する時に用いられる主な入力インタフェース
にはキーボードおよびマウスなどがある。しかしこれら

を使いこなすには相当の慣れが必要であり、本システム

が利用を想定している高齢者の入力デバイスとしては不

向きであると考えられる。またサービス利用時のインタ

フェースも文字の大きさや利用者が必要としている情報

までのナビゲーション方法なども考慮する必要がある。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１.利用者用端末外観 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図２.利用者用端末インタフェース部分 
 
２．２  セキュリティ 
 ITを活用する際に、利用者が自分にとって有用な情報
を効率的に入手するためには、自分の個人情報をフィル

ターとして用いることが重要となる。そのような個人情

報を保護する方法としては ID＆パスワードが一般的で
あるが、セキュリティを確保するのに十分なパスワード

管理は一般企業においても難しい問題とされており、ま

たセキュリティを確保できるだけの複雑なパスワードを

入力するためのデバイスを考えると、3.1 で述べたよう
に、本システムの利用対象者には不向きであると考えら

れる。 
 
 以上より、「高齢者自立支援システム」では、高齢者

の利用を想定した入力デバイスの下で、利用者が必要と

している情報へのナビゲーション技術とセキュリティを

高める認証技術を研究課題とし、それらを備えたシステ
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ム上で高齢者が自分に必要な情報を取得でき、またそれ

らの技術がベースとなったシステム上で他利用者との情

報交流を行うための研究を行う。 
 
３． システムへの実装 
 「高齢者自立支援システム」はナビゲーション技術を

研究するための地域総合福祉ナビゲーションシステムと

認証技術を研究するためのシルバーバーチャルサロンシ

ステムの２つのサブシステムで構成されている。 
 
３．１ 地域総合福祉ナビゲーションシステム 
地域総合福祉ナビゲーションシステムには、ユーザの

属性に合致した情報をプッシュ式で配信するプッシュ型

属性マッチング情報配信技術が実装されており、以下で

その実装方法を述べる。 
 
プッシュ型属性マッチング情報配信技術(以下プッシ
ュ型配信技術)は、事前に利用者が登録しておいた個人
情報と、コンテンツに与えられた属性を比較し、それぞ

れがマッチした場合のみ、そのコンテンツを利用者にプ

ッシュ式に配信する技術である。高齢者自立支援システ

ムでは利用者の個人情報として、住所・年齢・性別の他

に地域福祉および障害福祉、介護福祉に関する属性を登

録することができ、またコンテンツにも対象とする利用

者の住所・年齢・健康状態・障害の種類および等級・要

介護度などの属性が付与されている。さらに各コンテン

ツは元になった資料の目次などに従って階層化されてお

り、通常操作で階層をたどって閲覧することも可能であ

る。以上の機能を用い、プッシュ型配信では、利用者の

個人情報とコンテンツに付与された属性間でマッチング

を行い、ヒットしたコンテンツを抜き出す。更にある階

層下にマッチするコンテンツが全くない時はその階層を

削除、ある階層下にコンテンツが一つしかない時は、一

つ上の階層とコンテンツを結び付ける操作を行い、利用

者にとって必要なコンテンツのみを通常時よりも表示を

簡略化した形で配信することができる。 
 
３．２ シルバーバーチャルサロンシステム 
シルバーバーチャルサロンシステムには、虹彩、声紋、

顔貌の三つのバイオメトリクス認証技術をコンポーネン

ト化するバイオメトリクス認証コンポーネント技術が実

装されており、以下でその実装方法を述べる。 
 
バイオメトリクス認証においては、認証用データを取

得する際にデータの質にゆらぎが生じ易く、有効な認証

用データを取得することが大きな課題の一つである([1])。
そこでバイオメトリクス認証コンポーネント技術では、

複数のバイオメトリクス認証技術を組み合わせることで

認証用データの有効性を高め、認証率の向上を図る。こ

の技術はバイオメトリクス認証のマルチモーダル化技術

とも呼ばれる ([2],[3])。高齢者自立支援システムでは、
声紋・顔貌・アイリスの３種類のバイオメトリクス認証

技術を採用しており、声紋・顔貌または声紋・アイリス

の組み合わせで用いる。以下でその組合せ認証手順を示

す。 
 

１．声紋認証用の認証データを取得する 
２．顔貌(アイリス)認証用の認証データを取得する 
３．声紋認証を行い登録者の中から閾値を超えた候補者

を抽出しリスト化する 
４．３で抽出したリストを対象として顔貌(アイリス)認
証を行い、閾値を超えた候補者が存在する場合は６

を、存在しない場合は５を実行する 
５．全登録者を対象として顔貌(アイリス)認証を行い、
閾値を超えた候補者が存在する場合は６を、存在し

ない場合は７を実行する 
６．候補者選択画面を表示する 
７．認証データと一致する登録者が存在しない旨を告げ、

再認証または終了を選択する画面を表示する 
 
上記の手順を適用して認証データ個々の質のゆらぎをカ

バーすることで、認証率の向上を目指す。 
 
４． まとめ 
高齢者に優しいインタフェースを具備し、プッシュ型

配信技術、対話型音声合成技術を備えた地域総合福祉ナ

ビゲーションシステムと高齢者にハードルのない情報交 

流環境を提供する、複数のバイオメトリクス認証を用い

た本人認証技術を備えたシルバーバーチャルサロンの２

つのサブシステムで構成される「高齢者自立支援システ

ム」の研究開発を行った。このシステムは神戸市内約７

０ヶ所に設置されており、高齢者自身がその情報端末を

活用し積極的、主体的に情報交流を行うしくみについて

の実証実験を平成１６年３月末まで引き続き行っていく。 
今後の課題としては、ナビゲーション技術において、

必要な情報までナビゲートするための合成音声の読上げ

速度・声の高低などのバランスなどが上げられ、バイオ

メトリクス認証コンポーネント技術においては、高い認

証率を達成するための最適な大きさ検索対象リストの構

成方法や高品質な認証用基礎データの取得方法があげら

れる。更にそれらの技術を備えたシステムを用いて高齢

者同士が情報共有・交流を行うことができる仕組みにつ

いても研究を進めていく。 
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